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実践女子大学山岸文庫蔵耕雲本『源氏物語』の用字

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
耕
雲
本『
源
氏
物
語
』（
以
下
、
山
岸
文
庫
本
）と
高
松
宮
家
本『
源
氏
物
語
』（
以
下
、
高
松

宮
家
本
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
写
本
間
関
係
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。
両
写
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
仮
説
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
山
岸
文
庫
本
は
高
松
宮
家
本
と
親
本
を
共
に
す
る「
兄
弟
関
係
」説［
１
］［
２
］で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
山
岸
文
庫
本

は
高
松
宮
家
本
の
親
本
で
あ
る「
親
子
関
係
」説
［
３
］
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
写
本
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
と
表
記
の
類
似
性
の

視
点
か
ら
、
二
つ
の『
源
氏
物
語
』写
本
を
比
較
し
、
両
説
の
蓋
然
性
を
検
討
す
る
。
そ
の
調
査
方
法
と
し
て
、
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
と
表
記
に
対
し
て
統
計
的
分
類
方
法
を
用
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
こ
の
調
査
方
法
を
用
い
て
、『
源
氏
物
語
』写
本
の
書
写
者
の
推
定

や
類
似
す
る
本
文
の
指
摘
を
行
い
、
写
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
［
４
］。
本
稿
に
お
い
て
も
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
、
両
写

本
の
関
係
を
確
認
し
よ
う
と
試
み
る
。

実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
耕
雲
本『
源
氏
物
語
』の
用
字

　

― 

仮
名
字
母
と
表
記
の
比
較
を
通
し
て 

―

齊
藤　

鉄
也
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調
査
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
を
用
い
た
写
本
の
分
類
結
果
か
ら
、
山
岸
文
庫
本

は
、
そ
の
書
写
者
と
の
指
摘
が
あ
る
甘
露
寺
親
長
に
よ
る
写
本
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
、
高
松
宮
家
本『
源
氏
物
語
』に
も
甘
露
寺

親
長
筆
写
本
を
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
写
本
が
存
在
す
る
。
本
行
本
文
の
表
記
が
類
似
す
る
写
本
の
分
類
結
果

か
ら
、
両
写
本
に
は「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」や「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る
巻
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
う
ち
の
一
部
の
巻
は
両

写
本
の
行
末
の
文
字
が
一
致
す
る
箇
所
が
複
数
存
在
し
、
ど
ち
ら
か
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

結
果
は
、
書
写
年
代
が
先
行
す
る
山
岸
文
庫
本
を
親
本
と
し
て
高
松
宮
家
本
を
書
写
し
た「
親
子
関
係
」説
の
蓋
然
性
を
高
め
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

二　

本
調
査
の
目
的
と
位
置
付
け

　

本
研
究
の
目
的
は
、『
源
氏
物
語
』写
本
本
文
の
用
字
に
着
目
し
て
、
そ
の
伝
写
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
公
開
さ
れ
利
用
が
容

易
な『
源
氏
物
語
』写
本
に
は
奥
書
が
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
写
本
間
関
係
を
指
摘
で
き
る
事
例
は
限
ら
れ
て
い
る
。
本
研

究
で
は
、
写
本
本
文
の
持
つ
用
字
の
類
似
性
に
着
目
し
て
、
本
文
の
流
通
や
伝
来
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
写
本
を
探
索
し
、
そ

の
伝
写
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

本
研
究
で
は
、
写
本
を
転
写
す
る
際
に
発
生
す
る
本
文
の
用
字
の
変
化
に
着
目
す
る
。
親
本
と
し
た
写
本
の
本
文
の
用
字
は
、
転
写
時

に
書
写
者
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
た
め
、
基
本
的
に
は
用
字
が
一
致
す
る
ま
た
は
類
似
す
る
写
本
本
文
の
存
在
は

少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
異
な
る
書
写
者
が
任
意
に
用
字
を
書
き
換
え
て
書
写
し
た
写
本
本
文
が
偶
然
類
似
す
る
可
能
性
は
さ

ら
に
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
用
字
が
類
似
す
る
写
本
本
文
の
存
在
は
稀
で
あ
り
、
存
在
す
る
と
す
れ
ば
共
通
の
親
本
か
ら
転
写
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さ
れ
た
と
い
っ
た
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
用
字
が
類
似
す
る
写
本
が
指
摘
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
本
文
の

流
通
や
伝
来
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
徴
を
持
つ
本
文
を
探
索
す
る
た
め
に
は
、
大
量
の
写
本
が
必
要
と
な

る
の
で
、
本
文
の
用
字
に
対
す
る
統
計
的
分
類
方
法
を
導
入
し
調
査
す
る
。

　

本
調
査
で
は
、
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
を
調
査
対
象
と
し
、
統
計
的
分
類
方
法
を
用
い
て
、
そ
の
伝
写
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
試
み
る
。
両
写
本
に
関
し
て
は
、
山
岸
文
庫
本
に
は
解
題［
２
］が
、
ま
た
、
高
松
宮
家
本
に
は
解
説［
１
］が
利
用
で
き
、
具
体
的
な
書

写
の
様
相
の
指
摘
［
３
］
も
あ
り
、
書
誌
に
関
す
る
情
報
が
豊
富
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
書
誌
情
報
に
よ
っ
て
、
本
文
の
用
字
の
統
計
的
分

類
結
果
に
基
づ
い
た
本
調
査
結
果
の
考
察
の
妥
当
性
を
検
討
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
文
献
学
の
定
性
的
な
方
法
と
は
異
な

る
、
定
量
的
な
方
法
を
用
い
た
本
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
書
誌
情
報
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
利
点
も
あ
る
。
報
告
さ
れ
て
い

る
定
性
的
な
分
析
結
果
で
あ
る
書
誌
情
報
と
、
本
方
法
で
採
用
し
た
定
量
的
な
分
析
結
果
で
あ
る
分
類
さ
れ
た
写
本
群
を
比
較
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
写
本
間
関
係
を
指
摘
し
、
そ
の
写
本
の
流
通
や
伝
来
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

三　

調
査
対
象
写
本
と
本
文
デ
ー
タ
、
調
査
方
法

　

調
査
対
象
写
本
は
、
甘
露
寺
親
長（
一
四
二
四
～
一
五
〇
〇
）が
書
写
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
で
あ
る
。
両

写
本
に
関
係
す
る
研
究
史
や
書
誌
に
関
す
る
概
要
は
、
前
節
で
述
べ
た
解
題
や
解
説
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
省
略

す
る
。
こ
こ
で
は
本
文
の
用
字
の
分
類
結
果
を
考
察
す
る
際
に
関
連
す
る
内
容
に
関
し
て
ま
と
め
る
。
本
文
デ
ー
タ
と
調
査
方
法
は
前
稿

［
４
］と
同
様
で
あ
る
た
め
、
概
要
を
述
べ
て
い
る
。
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三
．
一　

調
査
対
象
写
本
の
概
略

　

山
岸
文
庫
本
は
、
五
十
四
帖
揃
い
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
基
幹
本
二
十
七
帖
は
甘
露
寺
親
長
筆
と
さ
れ
、
残
り
二
十
七
帖
は
補
写

で
あ
る
。
本
稿
で
は
親
長
筆
と
さ
れ
る
巻
を
調
査
対
象
と
す
る
。
親
長
筆
の
巻
は
、
巻
序
に
従
う
と
、「
澪
標
」「
蓬
生
」「
薄
雲
」か
ら「
乙

女（
マ
マ
）」、「
胡
蝶
」「
常
夏
」「
野
分
」か
ら「
真
木
柱
」、「
若
菜
上
」「
柏
木
」「
横
笛
」「
御
法
」「
匂
兵
部
卿（
マ
マ
）」「
竹
河
」か
ら「
夢

浮
橋
」で
あ
る
。奥
書
に
よ
る
と
、「
澪
標
」「
蓬
生
」「
薄
雲
」は
延
徳
三（
一
四
九
一
）年
に
書
写
さ
れ
、そ
れ
以
外
の
巻
は
文
明
十
一（
一
四
七
九
）

年
か
ら
文
明
十
七（
一
四
八
五
）年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。
異
な
る
書
写
年
代
の
巻
が
混
在
し
て
い
る
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

高
松
宮
家
本
は
、
五
十
四
帖
揃
い
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
伝
称
筆
者
は
巻
末
と
古
筆
了
意
に
よ
る
筆
者
目
録
に
記
載
が
あ
る
。
巻
末
と

目
録
の
伝
称
筆
者
は
、
一
部
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
巻
末
の
伝
称
筆
者
を
用
い
て
調
査
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち「
紅
葉
賀
」は
甘
露
寺

親
長
が
長
享
二（
一
四
八
八
）年
に
書
写
し
て
い
る
。

　

調
査
対
象
に
は
、
こ
の
他
に
、
甘
露
寺
親
長
筆
と
さ
れ
る
大
正
大
学
本『
源
氏
物
語
』の「
夕
顔
」を
加
え
た
。
こ
の「
夕
顔
」の
書
写
年
代

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
の
巻
の
書
写
年
代
か
ら
、
大
正
大
学
本
は
延
徳
二（
一
四
九
〇
）年
前
後
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
写
本

で
あ
る
。
調
査
対
象
と
し
た
写
本
は
合
計
八
十
二
写
本
で
あ
る
。

　

両
写
本
の
書
写
年
代
を
比
較
す
る
と
、
山
岸
文
庫
本
の
多
く
の
巻
は
高
松
宮
家
本
に
先
行
し
て
文
明
年
間
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
後
、
一

部
の
山
岸
文
庫
本
が
延
徳
三
年
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
松
宮
家
本「
桐
壺
」の
奥
書
に
は
、
文
明
十
一
年
に「
桐
壺
」を
親
長
が

書
写
し
た
こ
と
を
示
す
本
奥
書
が
あ
る
。
こ
の
奥
書
か
ら
高
松
宮
家
本
の
親
本
は
山
岸
文
庫
本
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る［
３
］。

三
．
二　

作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ

　

本
文
デ
ー
タ
は
、
行
ご
と
に
本
文
の
漢
字
と
仮
名
字
母
を
入
力
し
た
、
写
本
と
同
一
の
行
数
を
持
つ
文
字
デ
ー
タ
で
あ
る
。
調
査
対
象
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と
し
た
本
文
は
本
行
本
文
で
あ
る
。
傍
記
は
、
本
行
本
文
と
同
筆
で
あ
る
と
の
判
断
が
困
難
で
あ
る
た
め
調
査
対
象
と
し
て
い
な
い
。
漢

字
と
仮
名
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
一
音
で
読
む
漢
字
を
仮
名
と
見
做
す
方
針
を
採
用
し
た
。
こ
の
結
果
、
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写

本
本
文
の
仮
名
字
母
や
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
、
誤
写
、
脱
落
を
反
映
し
た
文
字
デ
ー
タ
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
文
の
調
査
範
囲
は
、
巻
頭
か
ら
漢
字
と
仮
名
を
合
計
し
て
五
千
五
百
文
字
程
度
の
本
文
で
あ
り
、
巻
の
全
文
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
調
査
結
果
か
ら
、
全
文
を
調
査
し
な
く
と
も
、
五
千
五
百
文
字
程
度
の
本
文
に
出
現
す
る
仮
名
字
母
や
表
記
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の

特
徴
を
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る［
５
］。全
文
を
調
査
対
象
と
し
た
巻
は「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
初
音
」「
篝
火
」

「
行
幸
」「
藤
袴
」「
鈴
虫
」「
匂
宮
」「
紅
梅
」「
早
蕨
」で
あ
る
。
こ
れ
ら
は「
行
幸
」と「
早
蕨
」を
除
き
、
本
文
文
字
数
が
五
千
五
百
文
字

に
満
た
な
い
巻
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
巻
で
あ
る
。
両
写
本
の
調
査
対
象
範
囲
の
仮
名
文
字
数
、
仮
名
字
母
数
、
漢
字
を
加
え
た
総
文
字

数
、
そ
の
漢
字
出
現
率
を
本
稿
末
の【
表
一
】に
ま
と
め
た
。【
表
一
】で
は
、
高
松
宮
家
本
の
各
巻
末
に
あ
る
伝
称
筆
者
も
記
載
し
た
。
高

松
宮
家
本
の
各
種
の
文
字
数
に
関
し
て
は
既
に
報
告
済
み［
４
］［
６
］で
あ
る
が
、本
稿
の
内
容
で
関
連
す
る
た
め【
表
一
】に
記
載
し
て
い
る
。

三
．
三　

調
査
方
法

　

調
査
で
は
、
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
か
ら
調
査
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
デ
ー
タ
を
抽
出
や
変
換
し
て
分
析
に
用
い
て
い
る
。
仮
名
字
母

の
出
現
傾
向
の
調
査
で
は
、
本
文
デ
ー
タ
の
う
ち
、
仮
名
字
母
だ
け
を
分
析
対
象
と
し
て
集
計
し
て
い
る
。
本
文
表
記
の
調
査
で
は
、
本

文
デ
ー
タ
の
漢
字
と
仮
名
を
通
行
化
し
た
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
分
析
対
象
と
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　

仮
名
字
母
と
本
文
表
記
の
調
査
に
用
い
た
統
計
処
理
方
法
で
は
、
書
誌
情
報
と
い
っ
た
分
類
結
果
に
関
す
る
情
報
を
用
い
ず
に
、
本
文

デ
ー
タ
の
持
つ
特
徴
だ
け
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
。
書
誌
情
報
は
分
類
結
果
を
考
察
す
る
際
に
用
い
る［
７
］。
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三
．
三
．
一　

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
基
づ
く
分
類

　

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
調
査
方
法
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
に
出
現
す
る
仮
名
字
母
を
、
同
音
の
仮
名

ご
と
に
集
計
し
、
そ
の
割
合
を
求
め
る
。
出
現
す
る
全
仮
名
字
母
の
割
合
を
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
対
象
に
、
分
類
を

目
的
と
す
る
統
計
処
理
を
適
用
し
、
調
査
対
象
と
し
た
写
本
を
分
類
す
る
。
こ
の
方
法
を
用
い
た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、
同
筆
と

さ
れ
る
写
本
の
本
文
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
は
類
似
し
、他
筆
と
さ
れ
る
写
本
の
本
文
と
は
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る［
８
］。 

三
．
三
．
二　

本
文
表
記
の
比
較
と
詳
細

　

本
文
表
記
の
調
査
方
法
の
概
略
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
の
漢
字
と
仮
名
を
通
行
化
す
る
。
そ
の
デ
ー
タ
を
先
頭

文
字
か
ら
順
に
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
一
定
の
文
字
数
に
分
割
す
る
。
分
割
さ
れ
た
本
文
の
断
片
文
字
列
を
集
計
し
、
そ
の
頻
度
に

対
し
て
、
分
類
を
目
的
と
し
た
統
計
処
理
を
行
う
。
こ
の
方
法
を
用
い
た
調
査
結
果
か
ら
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る
写
本
は
、
同
系
統
の

写
本
の
中
で
も
、
同
一
の
伝
称
筆
者
が
関
わ
っ
て
い
る
写
本
や
近
い
時
期
に
書
写
さ
れ
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
写
本
本

文
の
伝
来
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る［
９
］。

　

加
え
て
、
本
調
査
で
は
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る
写
本
の
詳
細
を
確
認
し
た
。
本
文
表
記
の
相
違
は
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名

遣
い
、
音
便
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
調
査
対
象
と
し
た
写
本
の
う
ち
、
本

文
表
記
が
類
似
す
る
巻
を
選
択
し
、
そ
の
相
違
の
内
訳
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
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四　

仮
名
字
母
の
調
査
結
果
と
考
察

　

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
調
査
結
果
を【
図
一
】に
示
す
。【
図
一
】で
分
類
し
た
各
写
本
に
は
、
巻
名
の
他
に
伝
称
筆
者
名
も
示
し
て
い

る
。【
図
一
】で
は
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
群
の
背
景
を
灰
色
で
示
し
て
い
る
。

　
【
図
一
】は
、
山
岸
文
庫
本
二
十
七
帖
全
て
が
写
本
群
に
含
ま
れ
、
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
と
同
筆
の
可

能
性
が
あ
る
写
本
と
し
て
、
高
松
宮
家
本
の
複
数
の
写
本
が
存
在
す
る
。
山
岸
文
庫
本
は
、
花
押
と
高
松
宮
家
本「
紅
葉
賀
」の
筆
跡
の
一

致
か
ら
親
長
筆
と
考
え
ら
れ
［
２
］、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
伝
称
筆
者
に
親
長
と
あ
る
大
正
大
学
本
「
夕
顔
」
も
こ
の
写
本
群
に
分
類
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
親
長
筆
写
本
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

同
時
に
、
こ
の
写
本
群
に
は
、
親
長
筆
で
な
い
高
松
宮
家
本
が
複
数
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
伝
称
筆
者
に
知
恩
院
隆
旬
権
僧
正
と
指

摘
さ
れ
る
写
本
は
、
十
一
写
本
と
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
伝
称
筆
者
が
指
摘
さ
れ
る「
横
笛
」「
須
磨
」「
竹
河
」

「
花
宴
」「
葵
」「
東
屋
」も
こ
の
写
本
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

過
去
の
調
査
［
６
］
に
お
い
て
、
高
松
宮
家
本
を
分
類
す
る
と
、
伝
称
筆
者
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
写
本
が

存
在
し
、
そ
れ
ら
が
群
を
構
成
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
伝
称
筆
者
の
他
に
書
誌
情
報
が
な
く
、
そ
の
仮
名
字
母
の
出

現
傾
向
が
類
似
す
る
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
分
類
結
果
に
基
づ
い
た
考
察
を
そ
れ
以
上
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
、

親
長
筆
と
さ
れ
る
山
岸
文
庫
本
を
加
え
て
再
分
類
し
た
結
果
、
親
長
筆
写
本
と
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
、
異
な
る
書
写
者
に
よ
る
高
松
宮

家
本
の
写
本
は
、
親
長
筆
写
本
を
親
本
と
し
て
忠
実
に
書
写
し
た
写
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
こ
れ

ら
写
本
は
、
複
数
の
異
な
る
伝
称
筆
者
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
長
と
い
う
一
人
の
写
本
の
仮
名
字
母
の
出
現

傾
向
に
類
似
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
実
が
発
生
す
る
最
も
簡
潔
な
説
明
と
し
て
は
、
親
長
筆
写
本
を
親
本
と
し
て
、
そ
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の
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
は
、
筆
跡
や
伝
称
筆
者
の
調
査
だ
け
で
は
明
ら
か
に

で
き
ず
、本
調
査
方
法
に
よ
り
初
め
て
指
摘
で
き
た
知
見
で
あ
る
。
既
に
、高
松
宮
本
の
親
本
は
山
岸
文
庫
本
で
あ
る
と
指
摘
が
あ
る［
３
］。

本
調
査
結
果
は
、
そ
の
指
摘
と
は
異
な
る
方
法
に
よ
っ
て
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の「
兄
弟
関
係
」説
よ
り
も「
親
子
関
係
」説
の
蓋
然

性
を
高
め
た
と
言
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
延
徳
三
年
に
書
写
さ
れ
た「
澪
標
」「
蓬
生
」「
薄
雲
」を
除
く
山
岸
文
庫
本
は
高
松
宮
家
本
の
親
本
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
両
写
本
は
親
子
関
係
に
あ
る
写
本
を
考
察
す
る
際
に
参
考
と
な
る
事
例
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

五　

本
行
表
記
の
調
査
結
果
と
考
察

　

本
文
表
記
を
用
い
て
、
両
写
本
を
分
類
し
た
結
果
を【
表
二
】に
示
す
。【
表
二
】で
は
、
本
文
が
類
似
す
る
と
の
指
摘
が
あ
る
写
本
に
対

し
て
本
方
法
を
適
用
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
本
文
表
記
の
類
似
性
の
程
度
を
「
臨
模
さ
れ
て
い
る
関
係
」「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」「
共

通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」の
四
段
階
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記
号
を
用
い
て
示
し
て
い
る
。
本

文
の
類
似
性
は「
臨
模
さ
れ
て
い
る
関
係
」か
ら「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」の
順
序
で
低
下
す
る
。
表
中
の
◎
は「
字
配
が

一
致
す
る
関
係
」、
○
は「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」、
●
は「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」を
示
す
。
斜
線
は
親
長
筆
の
山

岸
文
庫
本
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。
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【
表
二
】本
文
表
記
に
基
づ
く
分
類
結
果

巻名 表記
01- 桐壺
02- 箒木
03- 空蝉
04- 夕顔
05- 若紫
06- 末摘花
07- 紅葉賀
08- 花宴
09- 葵
10- 賢木
11- 花散里
12- 須磨
13- 明石
14- 澪標 ◯
15- 蓬生 ●
16- 関屋
17- 絵合
18- 松風
19- 薄雲 ○
20- 朝顔 ●
21- 少女 ○
22- 玉鬘
23- 初音
24- 胡蝶 ◯
25- 蛍
26- 常夏 ◎
27- 篝火
28- 野分 ○
29- 行幸 ●
30- 藤袴 ●
31- 真木柱 ◯
32- 梅枝

巻名 表記
33- 藤裏葉
34- 若菜上 ◯
35- 若菜下
36- 柏木 ◎
37- 横笛 ◎
38- 鈴虫
39- 夕霧
40- 御法 ◎
41- 幻
42- 匂兵部卿 ○
43- 紅梅
44- 竹河 ◎
45- 橋姫 ●
46- 椎本 ●
47- 総角 ○
48- 早蕨 ●
49- 宿木 ●
50- 東屋 ○
51- 浮舟 ○
52- 蜻蛉
53- 手習 ◎
54- 夢浮橋

五
．
一　

本
文
表
記
の
類
似
性

　
【
表
二
】か
ら
は
、「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」や「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
巻
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
分
類
結

果
は
、
こ
れ
ま
で
の『
源
氏
物
語
』写
本
の
調
査
結
果
が「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」に
あ
る
写
本
が
多
い
こ
と［
10
］と
比
較

す
る
と
、
両
写
本
の
本
文
表
記
の
類
似
性
が
高
く
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
調
査
対
象
と
し
た
山
岸
文
庫
本
二
十
七

帖
の
う
ち
、
六
帖
が「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」に
、
十
一
帖
が「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
、
八
帖
が「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
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な
い
」関
係
に
あ
る
。
関
係
が
指
摘
で
き
な
か
っ
た
二
帖
は「
蜻
蛉
」と「
夢
浮
橋
」で
あ
っ
た
。

　
「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」に
あ
る
と
指
摘
で
き
る
六
帖
の
う
ち「
常
夏
」と「
竹
河
」、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る
と
指
摘
で
き

る
十
一
帖
の
う
ち「
胡
蝶
」は
、
冒
頭
に
近
い
本
文
の
う
ち
、
行
末
の
文
字
ま
で
一
致
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
行
が
複
数
存
在
す
る
。
こ
れ

は
両
写
本
の
ど
ち
ら
か
を
親
本
と
し
て
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
山
岸
文
庫
本「
常
夏
」の
書
写
年
代
は
文
明
十
一

年
、「
竹
河
」の
書
写
年
代
は
文
明
十
五
年
、「
胡
蝶
」の
書
写
年
代
は
文
明
十
四
年
で
あ
る
。
各
写
本
の
書
写
年
代
は
高
松
宮
家
本
に
先
行

す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
も
山
岸
文
庫
本
を
親
本
と
し
て
高
松
宮
家
本
を
書
写
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、「
親
子
関
係
」説
の
蓋
然
性

を
高
め
た
と
言
え
る
。

　

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
調
査
と
本
文
表
記
の
調
査
の
関
係
を
述
べ
る
と
、
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
巻
は
、
そ
の
本
文

表
記
も「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」ま
た
は「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
す

る
と
同
時
に
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
も
一
致
す
る
よ
う
に
書
写
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
二　

本
文
表
記
の
詳
細

　

前
節
に
お
い
て
、
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
に
は
本
文
表
記
が
類
似
す
る
巻
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
類
似
性
の

詳
細
で
あ
る
、
本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
す
る
要
因
の
内
訳
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
類
似
性
の
程
度
の
差
を
生
む
原
因
は
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
文
表
記
の
類
似
性
が
異
な
る
程
度
を
持
つ
巻
を
取
り
上
げ
て
、
各
写
本
の
本
文
表
記
の
詳
細
分
析
を
行
う
。
調
査
対

象
に
は
、「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」に
あ
る「
柏
木
」、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る「
澪
標
」、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な

い
関
係
」に
あ
る「
早
蕨
」を
選
択
し
た
。
加
え
て
、
山
岸
文
庫
本
と
の
比
較
対
象
と
し
て
尾
州
家
本
も
加
え
た
。
こ
れ
ら
三
巻
に
お
い
て
、

山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
は
全
て「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」に
あ
る
。
尾
州
家
本
の
う
ち「
澪
標
」「
早
蕨
」は
室
町
時
代
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前
期
の
補
写
で
あ
る
。
本
文
表
記
の
比
較
は
、
山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
、
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
間
で
行
う
。
山
岸
文
庫
本
と

高
松
宮
家
本
の
表
記
は
類
似
し
て
い
る
た
め
、
尾
州
家
本
と
高
松
宮
家
本
の
比
較
は
省
略
し
て
い
る
。

　

本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
す
る
要
因
に
は
、

（1）
漢
字
と
仮
名
、

（2）
本
文
異
同
、

（3）
送
り
仮
名
、

（4）
仮
名
遣
い
、

（5）
音
便
、

（6）
誤
写
や
そ

の
修
正
、

（7）
慣
用
の
読
み
、

（8）
手
擦
れ
や
汚
損
、
虫
損
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
発
生
す
る
本
文
表
記
の
相
違
の

頻
度
と
割
合
を
調
査
し
た
。
仮
名
遣
い
や
音
便
は
、
そ
の
種
類
ご
と
に
さ
ら
に
細
分
化
し
て
集
計
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
今
回
の
調

査
で
は
、
本
文
表
記
の
相
違
の
概
要
を
把
握
す
る
た
め
、
細
分
化
し
た
集
計
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

　

写
本
間
の
本
文
表
記
の
相
違
の
発
生
率
の
概
算
値
と
し
て
、調
査
対
象
範
囲
の
本
文
文
字
数
に
占
め
る
相
違
の
発
生
箇
所
数
を
用
い
た
。

本
文
表
記
の
相
違
を
異
な
る
巻
と
も
比
較
す
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
数
値
指
標
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
と
仮
名
の
相
違
や
脱

落
の
有
無
に
よ
っ
て
本
文
文
字
数
が
変
化
す
る
た
め
、単
純
に
相
違
し
て
い
る
文
字
数
を
用
い
る
だ
け
で
は
適
切
な
指
標
に
は
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
異
同
の
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
箇
所
の
概
算
値
と
し
て
本
文
文
字
数
を
用
い
て
分
母
と
し
、
本
文
表
記
の
相
違
を
分
子
と
し

て
発
生
率
を
求
め
た
。
こ
こ
で
求
め
て
い
る
本
文
表
記
の
相
違
の
発
生
率
は
、
正
確
性
に
は
劣
る
が
、
巻
間
で
統
一
的
に
比
較
可
能
な
数

値
で
あ
る
た
め
用
い
て
い
る
。

　

各
写
本
の
本
文
表
記
の
相
違
の
表
で
は
、
左
側
に
山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
の
、
右
側
に
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
相
違
の
数
値

を
ま
と
め
て
い
る
。
表
頭
に
あ
る
数
値
は
本
文
表
記
の
相
違
の
発
生
率
で
あ
る
。
表
側
に
本
文
表
記
の
相
違
を
示
し
、
各
項
目
の
頻
度
と

そ
の
割
合
を
記
載
し
て
い
る
。

五
．
二
．
一　
「
柏
木
」
の
調
査
結
果

　

山
岸
文
庫
本
の
本
文
文
字
数
は5720

文
字
あ
り
、
尾
州
家
本
と
比
較
し
て
本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計79

で
あ
っ
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た
。
そ
の
発
生
率
は
1.4
％
で
あ
る
。
高
松
宮
家
本
の
本
文
文
字
数
は5748

文
字
あ
り
、
山
岸
文
庫
本
と
比
較
し
て
本
文
表
記
の
相
違
が

発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計14

で
あ
っ
た
。
そ
の
発
生
率
は
0.2
％
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を【
表
三
】に
ま
と
め
た
。

　

山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い
関
係
」に
あ
る
。
両
写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因

の
半
数
が

（1）
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
以
下
、

（2）
本
文
異
同
、

（5）

音
便
、

（6）
誤
写
や
そ
の
修
正
の
順
で
発
生
し
て
い
る
。

　

山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」

に
あ
る
。
本
文
表
記
が
非
常
に
類
似
す
る
た
め
、
相
違
の
発
生
率
も
極
め
て

低
い
。
両
写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因
は

（6）
誤
写
や
そ
の
修
正
と
、

（2）

本
文
異
同
、

（1）
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
し
か
発
生
せ
ず
、
偶
然
発
生
す
る

誤
写
を
除
け
ば
、
発
生
箇
所
も
極
め
て
少
な
い
。

五
．
二
．
二　
「
澪
標
」
の
調
査
結
果

　

山
岸
文
庫
本
の
本
文
文
字
数
は6541

文
字
あ
り
、
尾
州
家
本
と
比
較
し
て

本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計183

で
あ
っ
た
。
そ
の
発
生

率
は
2.8
％
で
あ
る
。
高
松
宮
家
本
の
本
文
文
字
数
は6540

文
字
あ
り
、
山
岸

文
庫
本
と
比
較
し
て
本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計48

で

あ
っ
た
。
そ
の
発
生
率
は
0.7
％
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を【
表
四
】に
ま
と
め
た
。

【
表
三
】「
柏
木
」の
表
記
の
相
違
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山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が

少
な
い
関
係
」
に
あ
る
。
両
写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因
の
三
分
の
二

以
上
が

（1）
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
以
下
、

（2）
本
文
異
同
、

（4）
仮

名
遣
い
、

（5）
音
便
と

（7）
誤
写
や
そ
の
修
正
の
順
で
発
生
し
て
い
る
。

　

山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関

係
」
に
あ
る
。
本
文
表
記
が
類
似
す
る
た
め
、
相
違
の
発
生
率
も
低
い
。
両

写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因
は

（1）
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
、

（3）
送
り

仮
名
、

（4）
仮
名
遣
い
の
順
に
発
生
し
て
い
る
。

五
．
二
．
三　
「
早
蕨
」
の
調
査
結
果

　

山
岸
文
庫
本
の
本
文
文
字
数
は8196

文
字
あ
り
、
尾
州
家
本
と
比
較
し

て
本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計257

で
あ
っ
た
。
そ
の

発
生
率
は
3.1
％
で
あ
る
。
高
松
宮
家
本
の
本
文
文
字
数
は8072

文
字
あ
り
、

山
岸
文
庫
本
と
比
較
し
て
本
文
表
記
の
相
違
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
は
計

131

で
あ
っ
た
。
そ
の
発
生
率
は
1.6
％
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を【
表
四
】に
ま
と
め
た
。

【
表
四
】「
澪
標
」の
表
記
の
相
違
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山
岸
文
庫
本
と
尾
州
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が

少
な
い
関
係
」
に
あ
る
。
両
写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因
の
三
分
の
二

以
上
が

（1）
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
で
あ
る
。
以
下
、

（2）
本
文
異
同
、

（4）
仮

名
遣
い
、

（5）
音
便
の
順
で
発
生
し
て
い
る
。

　

山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
本
文
表
記
は
、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同

が
少
な
い
関
係
」
に
あ
る
。
両
写
本
の
表
記
の
相
違
の
発
生
要
因
は

（1）
漢
字

と
仮
名
の
使
い
分
け
、

（5）
音
便
、

（4）
仮
名
遣
い
の
順
に
発
生
し
て
い
る
。

五
．
二
．
四　

考
察

　
「
共
通
の
親
本
を
持
つ
関
係
」に
あ
る
写
本
で
は
、
表
記
異
同
の
発
生
率
が

0.5
％
以
下
で
あ
る
こ
と
、「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」に
あ
る
写
本
で
は
、
そ

の
発
生
率
が
1
％
程
度
で
あ
る
こ
と
、「
同
系
統
内
で
本
文
異
同
が
少
な
い

関
係
」
に
あ
る
写
本
で
は
、
そ
の
発
生
率
が
3
％
程
度
で
あ
る
。
本
文
表
記

の
類
似
性
の
程
度
と
表
記
の
相
違
の
発
生
率
は
相
関
し
て
い
る
と
言
え
、
概

算
値
と
し
て
お
お
よ
そ
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
表
記
の
相
違
の
内
訳
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
相
違
の
最
大
の
発
生
要
因
は
基
本
的
に
は
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
親
子
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
で
あ
っ
て
も
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
が
発
生

し
、
発
生
す
る
場
合
に
は
最
も
頻
度
が
多
い
こ
と
か
ら
、
漢
字
と
仮
名
は
、
書
写
者
が
任
意
に
変
更
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、

【
表
五
】「
早
蕨
」の
表
記
の
相
違



― 215 ―

実践女子大学山岸文庫蔵耕雲本『源氏物語』の用字

漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
の
全
体
的
な
傾
向
に
関
し
て
は
、
時
代
が
下
る
写
本
ほ
ど
漢
字
の
出
現
率
が
増
え
る
と
い
う
関
係
に
は
必
ず
し

も
な
っ
て
い
な
い
。
相
対
的
に
書
写
年
代
が
古
い
尾
州
家
の
漢
字
表
記
を
、
新
し
い
写
本
で
あ
る
山
岸
文
庫
本
で
は
仮
名
表
記
に
変
更
す

る
場
合
も
多
い
。
特
定
の
単
語
に
関
し
て
は
漢
字
を
用
い
る
傾
向
が
あ
る
本
文
も
存
在
す
る
。
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
比
較
か
ら
、

漢
字
の
使
用
に
関
し
て
は
、
書
写
年
代
だ
け
で
は
な
く
書
写
者
の
習
慣
と
い
っ
た
要
因
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

全
相
違
に
占
め
る
本
文
異
同
や
脱
落
の
割
合
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る
写
本
と
は
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
が
類

似
す
る
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
前
述
し
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
で
は
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る
写
本
は
、
同
系
統
の
写

本
の
中
で
も
同
一
の
伝
称
筆
者
が
関
わ
っ
て
い
る
写
本
や
同
時
代
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
を
共
有

す
る
本
文
は
、そ
の
流
通
や
伝
来
に
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、今
後
、本
文
表
記
に
よ
っ

て
分
類
し
た
写
本
の
本
文
と
そ
の
書
誌
情
報
を
検
討
し
て
、
考
察
を
深
め
た
い
。

　
　
　
　

六　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
両
写
本
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
と
本
文
表
記
を
調
査

対
象
と
し
て
、
そ
の
類
似
性
を
調
査
し
た
。
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
甘
露
寺
親
長
筆
と
さ
れ
る
山
岸
文
庫
本
と
、

高
松
宮
家
本
の
一
部
の
写
本
が
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
複
数
の
異
な
る
書
写
者
に
よ
る
高
松
宮
家
本
の
写
本
が
、
親

長
筆
写
本
と
同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
か
ら
は
、
高
松
宮
家
本
が
親
長
筆
の
写
本
を
仮
名
字
母
ま
で
忠
実
に
書
写
し
た
可

能
性
を
指
摘
で
き
る
。
本
文
表
記
の
調
査
結
果
か
ら
は
、
両
写
本
の
間
に
は
、「
字
配
が
一
致
す
る
関
係
」
に
あ
る
六
帖
、「
共
通
の
親
本

を
持
つ
関
係
」
に
あ
る
十
一
帖
を
指
摘
し
た
。
本
文
表
記
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
写
本
の
存
在
は
稀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
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ら
、
両
写
本
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
部
写
本
に
お
い
て
は
、
表
記
に
加
え
て
行
末
の
文
字
ま
で
一
致

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
調
査
結
果
か
ら
、
そ
の
写
本
間
関
係
は
、
書
写
年
代
が
先
行
す
る
巻
に
関
し
て
は
、
山
岸
文
庫

本
を
親
本
と
し
て
高
松
宮
家
本
を
書
写
し
た「
親
子
関
係
」に
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
本
調
査
方
法
は
、
書
写
者
の
推
定
や
伝
来
に
関
係
が
あ
る
写
本
の
探
索
に
用
い
て
い
た
。
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
複
数
の
調

査
方
法
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
書
誌
情
報
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
親
子
関
係
に
あ
る
写
本
を
よ
り
具
体
的
に
考
察
で
き
る
こ
と
を
示

し
た
。
今
後
は
、
写
本
本
文
に
対
し
て
異
な
る
調
査
方
法
を
検
討
し
、
本
文
を
新
た
な
切
り
口
か
ら
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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令
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二
〇
二
二
）年
十
二
月

［
7
］ 
本
調
査
で
は「
教
師
な
し
分
類
方
法
」を
用
い
て
い
る
。
書
誌
情
報
と
い
っ
た
分
類
す
る
際
の「
正
解
」と
な
る
情
報
の
こ
と
を「
教
師
情
報
」と
い

う
。
教
師
な
し
分
類
方
法
で
は
、
こ
の「
教
師
情
報
」を
用
い
ず
に
分
類
す
る
た
め
、「
教
師
な
し
」と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
教
師
な
し
分
類
方

法
に
は
複
数
の
手
法
が
あ
る
。
調
査
に
用
い
た
教
師
な
し
分
類
方
法
は
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
あ
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、

調
査
対
象
間
も
つ
デ
ー
タ
の
類
似
性
を
数
値
で
あ
る
距
離
で
表
す
。
こ
の
距
離
に
基
づ
い
て
調
査
対
象
を
分
類
す
る
。
仮
名
字
母
の
調
査
で
は
、

写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
にIR

距
離（
金
明
哲「
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
統
計
科
学
入
門
」岩
波
書
店2011

）を
、
群
間
距
離
の
計
算
方
法
に
群
平

均
法
を
用
い
た
。
本
文
表
記
の
調
査
で
は
、
写
本
間
距
離
の
計
算
方
法
にcosine

距
離
を
、
群
間
距
離
の
計
算
方
法
に
群
平
均
法
を
用
い
た
。

［
8
］ 

こ
れ
ま
で
の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
写
本
間
距
離
は1.61

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
仮
名
字

母
の
出
現
傾
向
が
同
一
と
見
做
せ
る
写
本
間
距
離
を0.66

と
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
に
よ
っ
て
、階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
を
評
価
し
、

写
本
を
分
類
す
る
。
詳
細
は［
5
］の
仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
調
査
報
告
に
て
述
べ
て
い
る
。

［
9
］ 

本
文
表
記
の
調
査
に
用
い
た
、
分
割
し
たN

文
字
の
本
文
の
断
片
文
字
列
の
こ
と
をN

gram

と
言
う
。
調
査
で
は
、
本
文
を
五
文
字
に
分
割

し
た
た
め
、5gram

と
呼
ぶ
。
こ
の
五
文
字
の
本
文
の
断
片
を
集
計
し
て
分
類
に
用
い
る
。N

gram

を
用
い
る
文
字
列
処
理
は
、
自
然
言
語

処
理
分
野
の
基
礎
的
な
技
術
の
一
つ
で
あ
る
。N

gram

は
、
文
書
の
分
類
や
検
索
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

［
10
］ 

齊
藤
鉄
也「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け（
3
） 

―
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
・
吉
川
史
料
館

蔵
青
表
紙
本
・
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第

四
一
号 pp.77-128 

令
和
四（
二
〇
二
二
）年
三
月

（
淑
徳
大
学
教
授
）
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の
文
字
数
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【
図
一
】仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
基
づ
く
山
岸
文
庫
本
と
高
松
宮
家
本
の
分
類
結
果

同
筆
の
可
能
性
が
あ
る
距
離

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
が
同
一
と
見
做
せ
る
距
離

名名名名
字

同
一
と

同
と

一
と

同
一

做
せ
做
せせ
做
せ
距
離
距
離離
距
離離
距
離
距
離離

0 2 4 6

0.66 1

1.61

10-賢木-高松宮家本(宗山侍史1488)
33-藤裏葉-高松宮家本(宗山侍史1488)
03-空蝉-高松宮家本(冷泉為広1488)

06-末摘花-高松宮家本(中御門宣胤1488)
45-橋姫-高松宮家本(冷泉政為1488)
01-桐壺-高松宮家本(近衛政家1488)

53-手習-高松宮家本(大僧都空濟1488)
19-薄雲-高松宮家本(勧修寺政顕1488)

54-夢浮橋-高松宮家本(1494)
38-鈴虫-高松宮家本(光房法眼/山内政綱1488)

25-蛍-高松宮家本(山内政綱1488)
29-行幸-高松宮家本(山内政綱1488)

05-若紫-高松宮家本(甘露寺元長1488)
39-夕霧-高松宮家本(中御門宣秀1488)
48-早蕨-高松宮家本(中御門宣秀1488)

15-蓬生-高松宮家本(伏見宮邦高親王1488)
14-澪標-高松宮家本(今出川公興1488)
36-柏木-高松宮家本(今出川公興1488)
13-明石-高松宮家本(一条冬良1488)
21-少女-高松宮家本(一条冬良1488)

46-椎本-高松宮家本(東坊城和長1488)
27-篝火-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
16-関屋-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
28-野分-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
32-梅枝-高松宮家本(曼珠院良鎮大僧正1488)

37-横笛-高松宮家本(花山院政長1488)
04-夕顔-大正大学本(甘露寺親長)

28-野分-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/2)
29-行幸-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/2)
30-藤袴-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/2)
11-花散里-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
34-若菜上-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
35-若菜下-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
31-真木柱-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)

31-真木柱-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/5)
12-須磨-高松宮家本(範意大徳1488)

42-匂宮-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
43-紅梅-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正/宗山等貴1488)

19-薄雲-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1491/9)
37-横笛-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1482/10)
42-匂宮-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/8)

44-竹河-高松宮家本(唐橋在数1488)
44-竹河-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/8)
34-若菜上-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/6)
36-柏木-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1482/10)
21-少女-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1482/6)
24-胡蝶-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)

24-胡蝶-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1482/7)
23-初音-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
26-常夏-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)

26-常夏-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1479/2)
08-花宴-高松宮家本(実相院増運淮后1488)

46-椎本-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/9)
48-早蕨-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/12)

41-幻-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)
40-御法-高松宮家本(知恩院隆旬権僧正1488)

40-御法-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/7)
07-紅葉賀-高松宮家本(甘露寺親長1488)

14-澪標-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1491/8)
09-葵-高松宮家本(妙法院宮覚胤法親王1488)

51-浮舟-高松宮家本(1488)
54-夢浮橋-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1485/8)
47-総角-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/11)
49-宿木-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1484/8)
52-蜻蛉-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1485/7)
50-東屋-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1485/6)
53-手習-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1485/8)
45-橋姫-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1483/9)
51-浮舟-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1485/7)
15-蓬生-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1491/8)
20-朝顔-山岸文庫蔵耕雲本(甘露寺親長1482/4)

47-総角-高松宮家本(竹屋治光1488)
49-宿木-高松宮家本(1488)
50-東屋-高松宮家本(1488)

04-夕顔-高松宮家本(万里小路春房/宗山等貴1488)
20-朝顔-高松宮家本(飛鳥井雅康1488)

30-藤袴-高松宮家本(1488)
02-帚木-高松宮家本(就山知蔵1488)
52-蜻蛉-高松宮家本(中院通世1488)

17-絵合-高松宮家本(姉小路基綱1488)
18-松風-高松宮家本(三条西実隆1488)

22-玉鬘-高松宮家本(飛鳥井(木幡)雅冬1488)

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
基
づ
く
山
岸
文
庫
蔵
耕
雲
本
の
分
類

写本間距離




